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新篠津小・西岡北小　田植え交流

　5月27日、みのり交流農園において、新小5年生26人と札

幌市西岡北小5年生57人が田植え体験を通じた農業体験交

流事業が行われました。

　この事業は農業の楽しさを知ってもらうことを目的に平

成18年より行われ、今年で９回目となります。

　児童らは、田植え方法などの説明を受けた後、３人1組に

なって協力しながら、田んぼに入って苗を植えていました。

　今後、新小児童が草取りなど管理作業を行い、秋の収穫

で両校児童が再会します。

有機栽培を学ぼう　有機農業塾開講！

　６月３日、みのり交流農園で有機農業塾の開講式と１回

目の講習が行われました。

　この有機農業塾は、農薬などを一切使わない栽培技術を

学び、農業に対する理解を深めてもらうことを目的に今年

で９回目の開催となります。

　今年の塾生は10世帯14人。講習は10月上旬まで10回の開

催が予定され、トマトやにんじんなど10品目の野菜を作り、

有機栽培の技術について学びます。

　この日は講師のアドバイスを聞きながらナス、トマト、

ピーマンの定植を行いました。

交通事故死ゼロ2500日を達成
　

　5月17日、村での交通事故死ゼロの日数が2500日を達成

しました。

　これを受けて5月26日、役場でその伝達式が行われ、村

交通安全推進委員会会長である東出村長に高橋はるみ知事

からの感謝状と北海道交通安全推進委員会の表彰状が贈ら

れました。

　交通事故死ゼロを継続している道内市町村のうち新篠津

村は13位となっており、石狩管内では最長となっています。

　これからも、記録更新に向けて日々交通安全を心がけま

しょう。


